
 

 

参考見積募集要領 

 

次のとおり参考見積を募集します。 

 

令和8年 9月 4日 

独立行政法人水資源機構　 

筑後川上流総合管理所長　前田　剛宏 

 

１. 目　的 

この参考見積の募集は、筑後川上流総合管理所で予定している業務の積算の参考とす

るための参考見積を募集するものです。 

 

２. 参考見積書提出の資格 

（１）水資源機構における令和７・８年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受

けていることとします。 

（２）営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

（３）水資源機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成6年 5月 31日

付け 6経契第443号）に基づき、筑後川水系関連区域において指名停止を受けていな

いこととします。 

 

３. 参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。 

（１）提出方法 

原則、電子メール（社印省略可）により提出するものとします。 

参考見積書の様式は問いませんが、提出にあたっては、参考見積書または電子メール

に担当部署及び氏名の記載をお願い致します。 

なお、参考見積書は、作業項目毎に歩掛等を記載して提出して下さい。 

（２）提出先及び提出期間 

【参考見積書の宛名】 

独立行政法人水資源機構　筑後川上流総合管理所長　前田　剛宏　宛 

【担当】調査設計課　大畠 

〒838-1305　福岡県朝倉市菱野1142 

TEL　0946-52-8050　　FAX　0946-52-8035 

電子メール asakura_bousai@water.go.jp 

【提出期間】令和8年9月 4日(金) から令和8年9月15日(火)16時 まで 

 

４. 参考見積内容 

（１）業務内容 

業務内容の詳細については、別紙－1 及び参考図のとおりです。 

別紙－2 の見積項目に対する歩掛見積をお願いします。 

（２）見積の有効期限 

見積の有効期限は、令和9年 3月31日まででお願いします。 

 

 

 



 

５. 募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合は、次に従い、電子メール（様式は自由）によ

り提出してください。 

（１）提出期間：令和8年9月 4日(金) から令和8年9月 8日(火) 16 時まで 

（２）提出先：３．（２）に同じ。 

 

６. 質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

（１）閲覧期間：令和8年9月 10日(木) から令和8年9月15日(火) まで 

（２）閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

７. 参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

 

８. その他 

（１）この参考見積書をご提出いただいたことで、業務の指名又は競争参加資格を

お約束するものではありません。 

ご提出いただいた参考見積書は、業務積算の目的以外には使用いたしません。 

（２）提出していただいた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 

 

－以 上－



 

別紙-１ 猛禽類調査業務（仮称） 

 
第 1 節 業務内容 

1-1  計画準備 

受注者は、調査に先立ち、過年度調査結果を十分確認したうえで、的確な調査が実

施できるよう業務計画を立案し、業務計画書を作成するものとする。 
 

1-2  計画策定 

 1. 受注者は、本調査の実施に必要な地点等の情報を把握するため、猛禽類調査の開

始までに現地踏査を実施するものとする。 
 2. 現地踏査では、調査地点の設定を行うとともに、各調査地点における状況の把握

を行うものとする。なお、調査地点は 8 地点を想定している。 

 3.  現地踏査の結果を踏まえ、現地調査計画書を策定し、監督員に提出するものとす

る。 

 

1-3  猛禽類現地調査 

重要な猛禽類等（クマタカを含む猛禽類等）の生息分布等の把握のための定点調査

（１地点につき１名配置）及び移動調査（１地点につき１名配置）を行うものとする。

調査時期は下表とし、連続 4 日間の調査を想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地点 調査時期 備考 

A 地点 1.2 年目 定点調査 

B 地点 1.2 年目 定点調査 

C 地点 2 年目 定点調査 

D 地点 2 年目 定点調査 

E 地点 2 年目 定点調査 

F 地点 2 年目 移動調査 

G 地点 2 年目 定点調査 

H 地点 2 年目 定点調査 

 

1-4  調査結果とりまとめ 

1． 調査結果に基づき飛翔図・指標行動図・個体識別票等の作成や繁殖状況等の整理

を行う。また、クマタカ以外に確認された希少猛禽類等についても、飛翔図等を記

調査時期 実施回数 

・求愛期（12 月）     

・造巣期（1 月～2 月）  

・抱卵期（3 月～4 月） 

・巣内育雛期（5 月～6 月） 

・巣外育雛期（8 月～10 月） 

1 回 

1 回 

2 回 

2 回 

1 回 

 （合計）7 回 



1 

入し整理するものとする。 

2． 受注者は、専門的知見に基づく考察・評価を含め、調査結果をとりまとめるもの

とする。 
 

1-5  報告書作成 

   上記の各項目についてとりまとめ、報告書を作成するものとする。 

 

 

 

以  上



 

 別紙-2 歩掛見積 

 

 単位 主任技師 

（人） 

技師（A） 

（人） 

技師（B） 

（人） 

計画準備 式    

 

 単位 主任技師 

（人） 

技師（A） 

（人） 

技師（B） 

（人） 

技師（C） 

（人） 

技術員 

（人） 

計画策定 式      

 

 単位 技師（B） 

（人） 

技師（C） 

（人） 

技術員 

（人） 

猛禽類現地調査

（定点調査） 
地点・日 

   

※猛禽類現地調査（定点調査）は、1 地点・1 日分の猛禽類調査（定点調査）を実施するにあたり必要とする技術者の職種に対して、1 

名分のみご記載をお願いいたします。 

 

 単位 技師（B） 

（人） 

技師（C） 

（人） 

技術員 

（人） 

猛禽類現地調査

（移動調査） 
地点・日 

   

※猛禽類現地調査（移動調査）は、1 地点・1 日分の猛禽類調査（移動調査）を実施するにあたり必要とする技術者の職種に対して、1 

名分のみご記載をお願いいたします。 

 

 

 

 



1 

 単位 技師長 

（人） 

主任技師 

（人） 

技師（A） 

（人） 

技師（B） 

（人） 

技師（C） 

（人） 

技術員 

（人） 

調査結果 

とりまとめ 
地点・回 

      

※調査結果とりまとめは、1 地点・1 回（連続 4 日）の調査結果を整理するのに必要な人員の記載をお願いします。 

 

 単位 技師（A） 

（人） 

技師（B） 

（人） 

技師（C） 

（人） 

技術員 

（人） 

報告書作成 式     

  ※報告書作成は、全調査（計 70（地点・回））を実施した場合の報告書作成に必要な人員の記載をお願いします。 

    ※調査は各地点毎で 1 年（求愛期 12 月～巣外育雛期 10 月）の間に 7 回実施するものである。  

 

（想定数量） 

・計画準備 1 式 

・計画策定 1 式 

 ※調査地点は計 8 地点で、2 年間実施が 2 地点、1 年間実施が 6 地点です。 

・猛禽類現地調査（定点調査）252 地点・日（計 9 地点（1 年目 2 地点、2 年目 7 地点）を７回（連続 4 日）実施）  

・猛禽類現地調査（移動調査）28 地点・日（1 地点を７回（連続 4 日）実施） 

・調査結果とりまとめ 70 地点・回 

・報告書作成 1 式 



参考図（調査範囲）1年目

：調査箇所（黒枠内）には、調査地点が１地点(定点調査)あります。

A地点

B地点



参考図（調査範囲）2年目

：調査箇所（黒枠内）には、調査地点が１地点(定点調査)あります。

：調査箇所（青枠内）には、調査地点が2地点(定点調査)あります。

：調査箇所（赤枠内）には、調査地点が3地点(定点調査（2地点）、移動調査（１地点）)あります。

Ｃ地点、Ｄ地点

Ａ地点

Ｂ地点、Ｅ地点、Ｆ地点

Ｇ地点、Ｈ地点


